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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
30年３月期第３四半期 10,719 △1.8 593 9.1 645 14.0 521 9.8

29年３月期第３四半期 10,920 △0.3 544 18.1 566 4.3 475 16.6

(注) 包括利益 30年３月期第３四半期 545百万円 ( 18.6％) 29年３月期第３四半期 459百万円 ( △0.2％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭
30年３月期第３四半期 95.69 ―

29年３月期第３四半期 87.12 ―
※ 当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施いたしました。前連結会計年度の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第３四半期 11,292 8,071 71.5

29年３月期 11,304 7,689 68.0

(参考) 自己資本 30年３月期第３四半期 8,071 百万円 29年３月期 7,689 百万円
　
２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

30年３月期 ― 0.00 ―

30年３月期(予想) 30.00 30.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
※ 当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施いたしました。平

成30年３月期(予想)の１株当たり期末配当金につきましては、当該株式併合を考慮した金額
を記載しております。
詳細は、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

　
３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 14,500 0.9 620 △7.3 680 △4.7 530 △11.2 97.19

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
※ 平成30年３月期通期の連結業績予想における１株当たり当期純利益につきましては、株式併合を考慮してお

ります。
詳細は、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ― 社 (社名) ― 、除外 ― 社 (社名) ―

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期３Ｑ 5,456,000株 29年３月期 5,456,000株

② 期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 3,215株 29年３月期 2,972株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 5,452,970株 29年３月期３Ｑ 5,453,219株

※ 当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株を１株とする株式併合を実施いたしました。前連結会計年度の
期首に当該株式併合が行われたと仮定し、期末発行済株式数、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定し
ております。

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものでは

ありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２．当社は、平成29年６月22日開催の第93回定時株主総会決議により、平成29年10月１日付で、単元株

式数の変更(1,000株から100株への変更)及び普通株式10株を１株とする株式併合を実施いたしまし

た。

なお、株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりと

なります。

(1)平成30年３月期の配当予想

１株当たり配当金 期末 ３円00銭

(2)平成30年３月期の連結業績予想

１株当たり当期純利益 通期 ９円72銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、底堅い内外需などによる雇用・所得環境や

企業収益の改善、それを受けた設備投資も堅調に推移するなど、緩やかな回復基調が続いており

ます。一方で、欧米各国の経済・通商政策の動向に引き続き留意を要する状況にあります。

このような状況下、当社グループは安全・安心を第一として各種砂糖製品と機能性素材製品を

お客様にお届けすると共に、コスト削減による収益の向上に努めてまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績につきましては、売上高10,719百万円(前年

同期比1.8％減)、営業利益593百万円(前年同期比9.1％増)、経常利益645百万円(前年同期比14.0

％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益521百万円(前年同期比9.8％増)となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①砂糖事業

販売量は需要の伸び悩みと天候不順により前年同期を下回り、売上高は9,867百万円(前年同

期比3.1％減)となりました。営業利益は、販売量の減少と諸コストの上昇により872百万円(前

年同期比5.0％減)となりました。

②機能素材事業

販売量は飲料・健康食品向け及び化粧品原料が引き続き堅調に推移したため前年同期を上回

り、売上高は851百万円(前年同期比15.0％増)となりました。営業利益は、生産効率の改善に

伴う製造コストの低減により118百万円(前年同期比171.3％増)となりました。
　
（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、受取手形及び売掛金の増加があるものの、たな

卸資産の減少などにより、前連結会計年度末に比べ11百万円減少し11,292百万円となりまし

た。負債合計は、支払手形及び買掛金や借入金の減少などにより、前連結会計年度末に比べ392

百万円減少し3,221百万円となりました。純資産合計は、配当金の支払があるものの、親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上による利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に比

べ381百万円増加し8,071百万円となりました。この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の

68.0％から71.5％となりました。
　
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の連結業績予想につきましては、平成29年５月11日付「平成29年３月期決算

短信〔日本基準〕(連結)」にて公表いたしました連結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,321 2,297

受取手形及び売掛金 1,301 1,511

有価証券 - 10

商品及び製品 1,159 1,129

仕掛品 134 118

原材料及び貯蔵品 998 842

短期貸付金 742 821

その他 192 176

貸倒引当金 △12 △14

流動資産合計 6,837 6,893

固定資産

有形固定資産 1,406 1,379

無形固定資産 20 10

投資その他の資産

投資有価証券 802 846

長期貸付金 1,866 1,812

退職給付に係る資産 40 45

その他 309 292

貸倒引当金 △5 △5

投資その他の資産合計 3,014 2,990

固定資産合計 4,441 4,380

繰延資産 25 19

資産合計 11,304 11,292
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,171 885

短期借入金 1,449 1,379

未払法人税等 88 36

賞与引当金 66 31

その他 402 486

流動負債合計 3,178 2,819

固定負債

役員退職慰労引当金 67 43

退職給付に係る負債 325 311

資産除去債務 1 1

その他 40 44

固定負債合計 435 401

負債合計 3,614 3,221

純資産の部

株主資本

資本金 2,904 2,904

利益剰余金 4,709 5,068

自己株式 △3 △3

株主資本合計 7,610 7,968

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 89 107

繰延ヘッジ損益 0 -

退職給付に係る調整累計額 △10 △4

その他の包括利益累計額合計 79 103

純資産合計 7,689 8,071

負債純資産合計 11,304 11,292
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 10,920 10,719

売上原価 8,838 8,662

売上総利益 2,082 2,056

販売費及び一般管理費

販売費 785 739

一般管理費 752 723

販売費及び一般管理費合計 1,538 1,463

営業利益 544 593

営業外収益

受取利息 25 20

受取配当金 9 10

持分法による投資利益 26 26

その他 1 0

営業外収益合計 62 58

営業外費用

支払利息 4 3

たな卸資産廃棄損 0 1

その他 35 1

営業外費用合計 40 7

経常利益 566 645

特別損失

ＰＣＢ処理費用 - 9

特別損失合計 - 9

税金等調整前四半期純利益 566 635

法人税、住民税及び事業税 72 81

法人税等調整額 18 32

法人税等合計 91 113

四半期純利益 475 521

親会社株主に帰属する四半期純利益 475 521
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 475 521

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △21 17

繰延ヘッジ損益 - △0

退職給付に係る調整額 6 6

その他の包括利益合計 △15 23

四半期包括利益 459 545

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 459 545
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 566 635

減価償却費 63 63

貸倒引当金の増減額（△は減少） 0 2

賞与引当金の増減額（△は減少） △32 △34

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △4 △6

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 24 △2

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 14 △24

受取利息及び受取配当金 △35 △30

支払利息 4 3

持分法による投資損益（△は益） △26 △26

売上債権の増減額（△は増加） △390 △209

たな卸資産の増減額（△は増加） 185 202

仕入債務の増減額（△は減少） △326 △286

未払金の増減額（△は減少） 18 1

その他 38 109

小計 101 397

利息及び配当金の受取額 28 24

利息の支払額 △4 △3

法人税等の支払額 △100 △122

営業活動によるキャッシュ・フロー 24 295

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △2 △2

有形固定資産の取得による支出 △56 △54

有形固定資産の売却による収入 0 -

貸付けによる支出 △530 △380

貸付金の回収による収入 1,000 355

その他 △3 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー 408 △85

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 60 △40

長期借入金の返済による支出 △330 △30

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △162 △162

財務活動によるキャッシュ・フロー △432 △232

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 0 △23

現金及び現金同等物の期首残高 2,157 2,321

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,157 2,297
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

砂糖事業
機能

素材事業
計

売上高

外部顧客への売上高 10,180 740 10,920 － 10,920

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 － 0 △0 －

計 10,180 740 10,921 △0 10,920

セグメント利益 918 43 962 △417 544

（注）１．セグメント利益の調整額は、主として各報告セグメントに配分していない全社費用(一般管理費)で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

砂糖事業
機能

素材事業
計

売上高

外部顧客への売上高 9,867 851 10,719 － 10,719

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 － 0 △0 －

計 9,868 851 10,719 △0 10,719

セグメント利益 872 118 990 △396 593

（注）１．セグメント利益の調整額は、主として各報告セグメントに配分していない全社費用(一般管理費)で

あります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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